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【FdData 高校入試：中学理科 2 年：気象観測・湿度・雲・気圧】 
 
[水蒸気⇒水滴／湿度／湿度を求める実験／グラフを使った問題など／ 
雲のできかたを調べる実験／上昇気流と雲／飽和水蒸気量と雲／上昇気流のできる原因／ 
水の循環／FdData 入試製品版のご案内] 
 

 [FdData 入試ホームページ]掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧] 
※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
理科： [理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年] 
社会： [社会地理]，[社会歴史]，[社会公民] 
数学： [数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年] 
※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

 
 
【】水蒸気の変化 
【】水蒸気⇒水滴 
[飽和水蒸気量] 
[問題] 
 空気中にふくむことができる水蒸気の量には限度がある。空気 1m3に最大限含むことがで

きる水蒸気の量を何というか。 
(山口県) 
[解答欄] 

 

[解答]飽和水蒸気量 
[解説] 
空気中にふくむことのできる

水蒸気
すいじょうき

(気体)の質量には限度

がある。例えば，気温が 30℃
のとき，空気 1m3中にふくむ

ことができる水蒸気の最大質量は約 30.4g/m3 である。こ

の最大質量を飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

という。 
飽和水蒸気量は温度が低くなると小さくなる。例えば，

気温が 30℃→20℃→10℃と下がっていくと，飽和水蒸気量は，右図のように 30.4g/m3→

17.3g/m3→9.4g/m3 と小さくなっていく。 
 
 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu3
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30℃で 20g/m3 の水蒸気をふくむ空気は，あと，30.4－20＝10.4(g/m3)の水蒸気をふくむこと

ができるが，20℃まで温度を下げると， 

20－17.3＝2.7(g/m3)の水蒸気が水滴
すいてき

として出てくる。 
※入試出題頻度：「飽和水蒸気量〇」「温度が下がれば飽和水蒸気量は小さくなる〇」 
(頻度記号：◎(特に出題頻度が高い)，〇(出題頻度が高い)，△(ときどき出題される)) 
 
 
[問題] 
 次の文章中の①に適語を入れよ。また，②の(  )内から適語を選べ。 

空気中にふくむことのできる水蒸気の質量には限度があり，この状態をこえると水蒸気は

水滴になる。空気 1m3 中にふくむことができる水蒸気の最大質量を( ① )という。(①)は
温度が下がれば②(大きく／小さく)なる。 
(佐賀県改) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 飽和水蒸気量 ② 小さく 
 
 
[温度低下⇒露点⇒水蒸気が凝結して水滴] 
[問題] 
 気温が下がっていくとき，空気中の水蒸気が水滴に変わり始める温度を何というか。 
(栃木県) 
[解答欄] 

 

[解答]露点 
[解説] 

例えば，30℃で 1m3 中に 9.4gの水蒸気
すいじょうき

をふくむ空気があっ

たとする。30℃のときの飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

は約 30.4g/m3 なので，

30℃のときは水蒸気は水滴
すいてき

となって出てくることはない。温

度が下がっていくと飽和水蒸気量は小さくなっていく。気温

が 10℃に下がったとき，飽和水蒸気量は約 9.4g/m3 になる。気温を 10℃より下げると，飽

和水蒸気量は実際にふくまれている水蒸気量より小さくなり，水蒸気の一部が水滴に変わる。

この現象
げんしょう

を凝結
ぎょうけつ

という。空気にふくまれる水蒸気が凝結し始める温度を露点
ろ て ん

という(この場

合は 10℃)。 
※入試出題頻度：「凝結〇：水蒸気→水滴〇」「露点◎」 
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[問題] 
 乾湿球の乾球と湿球の目もりの読みの差が 0℃になるときの温度を何というか。 
(佐賀県) 
[解答欄] 

 

[解答]露点 
[解説] 

湿球
しっきゅう

は球部を水でぬらした布でおおったものである。湿度が 100％未満のときは，水が蒸発
じょうはつ

して気化熱
き か ね つ

が奪
うば

われて温度が下がるので，湿球の球部の温度は気温より低くなる。しかし，

湿度が 100％で気温が露点に達しているときは，水は蒸発できないので気化熱がうばわれる

こともなく，湿球と乾球の示度
し ど

の差
さ

はなくなる。 
 
 
[問題] 

右図のように，金属製のコップに実験室の室温と同じ温度の水

と，くだいた氷の入った試験管を入れた。次に，コップ内の水温

が平均して下がるように試験管をゆっくり動かし，コップの表面

がくもり始めたときの水温を測定した。 
(1) 次の文は，この実験についてまとめたものである。文中の①

については(  )内から正しいものを選び，②には当てはまる

語を書け。 
氷を入れた試験管によって水温とコップに接している空気の温度が下がり。飽和水蒸

気量は①(大きく／小さく)なった。その後，コップに接している空気の湿度が 100％にな

ったとき，コップの表面がくもり始めた。このときの空気の温度を( ② )という。 
(2) この実験で見られた現象と同様な現象を，次のア～エからすべて選べ。 

ア 寒い日に池の水が凍った。 
イ 寒い日の早朝に霧が発生した。 
ウ 熱いお茶から湯気が出た。 
エ 寒い日に吐いた息が白くくもった。 

(群馬県) 
[解答欄] 

(1)① ② (2) 

[解答](1)① 小さく ② 露点 (2) イ，ウ，エ 
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[解説] 

(1) 飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

は気温が下がると小さくなる。金属
きんぞく

は熱
ねつ

を伝えやすいので，コップの表面と空気が接してい

る部分の気温は，コップの水温
すいおん

とほぼ同じになる。 
最初，(1m3 中の水蒸気量)＜(飽和水蒸気量)であるため，

水滴は出てこない。しかし，コップの水温を下げていくと，飽和水蒸気量が小さくなり， 
(1m3 中の水蒸気量)＝(飽和水蒸気量)になる(露点に達する)。水温がさらに下がると，コップ

のすぐ外側の空気中の水蒸気(気体)が水滴(液体)になり，コップの表面がくもる。 
(2)ア：水温が 0℃以下になるときに，液体(水)→固体(氷)になる状態変化である。 
イ：寒い日の早朝，気温が下がることで飽和水蒸気量が小さくなり，露点以下になって水蒸

気(気体)が小さな水滴(液体)になって空気中に浮かぶ霧が発生する。 
ウ：熱いお茶の表面近くの空気の温度は高いが，表面から上にのぼった空気は冷やされて飽

和水蒸気量が小さくなり，露点以下になって水蒸気が小さな水滴(湯気)となる。 
エ：息が口の中にあるときの温度は体温近くあるが，口から出たとたんに冷えて飽和水蒸気

量が小さくなり，露点以下になって水蒸気が小さな水滴(白くくもった息)となる。 
※入試出題頻度：この単元はしばしば出題される。 

 

 

[問題] 
次は，冬にあたたかい部屋の窓ガラスに水滴がつく現象について，まとめた文章である。

文章中の①～③の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
冬は窓ガラスをはさんで，部屋の中と外の温度差が①(大きく／小さく)，窓ガラスに触れ

ている部屋の中の空気が冷やされ，②(融点／露点)以下になる。このため，水蒸気が③(蒸発

／凝結)し，窓ガラスの表面に水滴がつく。 
(山梨県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 大きく ② 露点 ③ 凝結 
 
 
[問題] 

冬の日，あたたかい部屋の窓ガラスに水滴がついていることがある。この理由を「露点」

という語を用いて書け。ただし，「部屋の中では，窓ガラス付近の空気の温度が，」で始まり，

「水滴となって，窓ガラスにつくため。」で終わるように書くこと。 
(茨城県) 
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[解答欄] 

 
 

[解答]部屋の中では，窓ガラス付近の空気の温度が，冷やされ，やがて露点以下になり，空

気中に含まれる水蒸気が凝結して，水滴となって，窓ガラスにつくため。 
 
 
[問題] 
 次の文章中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
 右図は，やかんで水を沸騰させているようすである。やかんの口から

離れたところの白色に見えるものを X，やかんの口と X の間の無色透明

のものを Y とすると，湯気は①(X／Y)である。湯気は，②(水蒸気が水

滴／水滴が水蒸気)に変化したものである。 
(福島県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① X ② 水蒸気が水滴 
[解説] 

図のYは水蒸気である。水蒸気は無色
むしょく

透明
とうめい

である。水蒸気Yは冷やされて露点に達して凝結し，

小さな水滴である湯気
ゆ げ

(X)になる。小さな水滴である湯気(X)は白く見える。 
 
 
[問題] 
 次のア～エのうち，空気の温度が下がって，露点に達したために起こる現象として適当で

ないものはどれか。1 つ選んで，その記号を書け。 
ア 冷蔵庫から冷えた缶ジュースをとり出したところ，缶の表面がぬれてきた 
イ 閉めきった部屋で暖房器具と加湿器をつけていたら，窓ガラスがくもった 
ウ ぬれたコップを冷凍庫に入れておいたところ，コップの水面が凍っていた 
エ クーラーをつけていたら，クーラーの冷気の吹き出し口に水滴がついてきた 
(香川県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
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[解説] 

ア：冷蔵庫
れいぞうこ

から冷えた缶
かん

ジュースをとり出すと，缶のすぐ外側の空気が冷やされて露点
ろ て ん

に達

して，空気中の水蒸気
すいじょうき

が水滴
すいてき

となって缶の表面に付着
ふちゃく

する。 
イ：加湿器

か し つ き

で空気 1m3 中の水蒸気量が増加する。また，部屋の中をあたためることによって

外気との温度差ができる。窓ガラスのすぐ内側の空気は外気によって冷やされ，露点に達し

て，空気中の水蒸気が凝結し，水滴となってガラス(部屋側の面)に付着する。 
ウ：水(液体)→氷(固体)の状態変化である。露点とは関係がない。 

エ：クーラーの冷気
れ い き

の吹
ふ

き出し口の空気が冷やされて，露点に達して水滴ができる。 
 
 
[霧] 
[問題] 
 10 月 3 日の朝に，山間部では霧が発生して昼には消えた。次の文は，その理由を説明した

ものである。①，②に入る適切な語を下の[  ]から 1 つずつ選び，書け。 
明け方，気温が下がり( ① )に達したため，空気中の水蒸気が( ② )して水滴ができて

霧が発生した。日中，気温が上昇して(①)以上になり水滴は蒸発し，霧は消えた。 
[ 凝結 融点 凝固 膨張 露点 沸点 ] 
(青森県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 露点 ② 凝結 
[解説] 
霧
きり

も雲
くも

と同じように，空気中の水蒸気
すいじょうき

が水滴
すいてき

に変わって空気

中にうかんでいる現象である(雲と異なるのは地面に接して

いることである)。よく晴れた日の夜は，熱
ねつ

が宇宙
うちゅう

空間
くうかん

に逃
に

げていきやすい(これを放射
ほうしゃ

冷却
れいきゃく

という)。そのため，地面の

気温もしだいに低下し，日の出のころに最も低くなる。気温が大きく下がると飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

が小さくなるため，露点
ろ て ん

以下になりやすい。地表近くの空気が冷やされ，露点以下になると

水蒸気が凝結
ぎょうけつ

し，小さな水滴
すいてき

となって空気中に浮かぶ。これが霧である。朝から昼にかけて

気温が上がると飽和水蒸気量が大きくなるため，水滴が蒸発
じょうはつ

して水蒸気になるため霧は消え

る。 
※入試出題頻度：「霧〇」「夜，気温低下→飽和水蒸気量が低下→露点に達し→水蒸気が水滴

に〇」 
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[問題] 
 次の文中の①，②の(  )内より適語をそれぞれ選べ。 

霧は，空気中の水蒸気が水滴になることで発生する。霧は，湿度が①(高く／低く)，昼夜

の気温の差が②(大きい／小さい)場合に発生しやすいと考えられる。 
(岡山県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 高く ② 大きい 
 
[問題] 

次の文章は，霧の発生について述べたものである。後の各問いに答えよ。 
くもった日と比べると，風がない晴れた日の夜は，熱が地面から宇宙空間へ逃げて，地面

の温度と気温が大きく下がりやすい。気温が下がって地表付近の空気が①(露点／融点)に達

すると，空気中に含まれていた②(水蒸気／水滴)の一部が細かい③(水蒸気／水滴)となる。こ

れが霧である。 
(1) 文章中の下線部は離れた物体へ熱が移動する現象を表している。このような熱の伝わり

方を何というか。次の[  ]のうちから最も適当なものを 1 つ選べ。 
[ 伝導 対流 放射 吸収 ] 

(2) 文章中の①～③の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
(千葉県) 
[解答欄] 

(1) (2)① ② ③ 

[解答](1) 放射 (2)① 露点 ② 水蒸気 ③ 水滴 
 
[問題] 
 次は，生徒と先生の会話である。①～③に当てはまる語をそれぞれ(  )の中から選んで

書け。 
生徒：「朝霧は晴れ」という言葉を聞いたことがありますが，どのような意味ですか。 
先生：人々の経験をもとに伝えられてきた言葉ですね。それは，朝霧が発生する日の昼間の

天気は，晴れになることが多いという意味です。では，朝霧が発生したということは，

夜間から明け方にかけて，どのような天気であったと考えられますか。また，朝霧が

発生する理由を授業で学んだことと結びつけて説明できますか。 
生徒：天気は①(晴れ／くもり)だと思います。そのような天気では，夜間から明け方にかけ

て，地面や地表がより冷却され地面の温度とともに，気温も下がります。気温が下が

ると，空気中の②(水滴／水蒸気)が③(凝結／蒸発)しやすくなるからです。 
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先生：その通りです。授業で学んだことを，身のまわりの現象に当てはめて考えることがで

きましたね。 
(栃木県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 晴れ ② 水蒸気 ③ 凝結 
[解説] 
くもりの日の夜は，熱が宇宙空間に逃げる放射冷却が雲によってさえぎられるため，温度低

下は比較的小さい。これにくらべて，晴れた日の夜間は，熱が宇宙空間に逃げていきやすい。 
 
 
[問題] 

次の文は，天気の変化について関心をもった N さんが，天気予報で聞いた「高気圧におお

われ夜から明け方にかけて冷えこむ」現象について調べた内容の一部である。(  )にあて

はまる内容を，「地表」，「宇宙」の 2 つの語句を用いて，簡潔に書け。 
高気圧におおわれてよく晴れた日の夜は，雲の多い日の夜と比べて，(     )ので，

地表の温度や気温が大きく下がる。 
(福岡県) 
[解答欄] 

 

[解答]地表の熱が宇宙へ逃げやすい 
 
 
[問題] 
 ある日の午前 7 時，家のまわりには霧が発生していて，気温は 2℃，湿度は 100%であっ

た。その後，霧が消えて快晴となり，午前 9 時の気温は 8℃，湿度は 80%であった。午前 7
時から午前 9 時の間に霧が消えたのはなぜか，その理由を「露点」という語句を用いて書け。 
(秋田県) 
[解答欄] 

 

[解答]気温が露点よりも高くなったため。 
[解説] 
午前 7 時の段階では，気温が露点以下であったために霧が発生したと考えられる。午前 9 時

には気温が上がって露点より高くなったため霧が消えたと判断できる。 
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【】湿度 
[湿度の計算] 
[問題] 
 25℃の空気 1 m3 中に 15.0g の水蒸気がふくまれている。このときの湿度は何%か。小数第

1 位を四捨五入して答えよ。ただし，25℃における飽和水蒸気量は空気 1m3あたり 23.1g で

ある。 
(補充問題) 
[解答欄] 

 

[解答]65％ 
[解説] 

例えば 30℃のときの 飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

は約

30g/m3 であるが，1m3 中に 15gの水蒸気をふ

くんでいるときは，ふくむことのできる最大

量の 50％( 100
30
15

× ＝15÷30×100＝50(％))をふくんでいることになる。このとき湿度
し つ ど

は

50％であるという。湿度は， 

という式で計算することができる。 

この問題では，(湿度％)＝ 100
1.23
0.15
× ＝15.0÷23.1×100＝約 65(％) 

※入試出題頻度：「湿度は何％か〇」「湿度が～％のとき何 g の水蒸気がふくまれているか〇」 
 
[問題] 
 4 月 19 日 13 時における新潟市の気温は 20℃で，湿度は 33%であった。20℃の空気 1m3

に含まれる飽和水蒸気量は 17g であるとして，この時刻の 1m3の空気の中には，何 g の水蒸

気が含まれているか。答えは小数第 2 位を四捨五入して求めよ。 
(新潟県) 
[解答欄] 

 

[解答]約 5.6g 
[解説] 
湿度が 33％であるので，20℃のときの飽和水蒸気量 17g/m3 の 33％の水蒸気を含んでいる。 
したがって，17(g)×0.33＝約 5.6g の水蒸気を含んでいる。 
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[問題] 
 ある日の午前 7 時の気温は 2℃，湿度は 100%であった。その後，午前 9 時の気温は 8℃，

湿度は 80%になった。次の表は，気温と飽和水蒸気量の関係を示したものである。この日，

空気 1m3 中にふくまれていた水蒸気の質量は，午前 7 時と午前 9 時では，どちらの時刻が何

g 多かったか，四捨五入して小数第一位まで求めよ。 
 

気温   2   4   6   8  10 
飽和水蒸気量(g/m3)  5.6  6.4  7.3  8.3  9.4 

(秋田県) 
[解答欄] 

 

[解答]午前 9 時が 1.0g 多かった。 
[解説] 
(空気 1m3 中にふくまれる水蒸気の質量)＝(飽和水蒸気量)×(湿度(小数表示)) 
午前 7 時：(水蒸気の質量)＝5.6(g)×1.00＝5.6(g) 
午前 9 時：(水蒸気の質量)＝8.3(g)×0.80＝6.64(g)，6.64(g)－5.6(g)＝1.04(g)＝約 1.0(g) 
 
 
[問題] 
 右の表は気温と飽和水蒸気量の関係を示

したものである。この表を利用して，空気

1m3 中に含まれる水蒸気の量が最も多い空

気の状態を，次のア～エから選べ。 
ア 気温 10.0℃で湿度 100%   イ 気温 15.0℃で湿度 80% 
ウ 気温 20.0℃で湿度 70%   エ 気温 25.0℃で湿度 40% 
(群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
[解説] 
ア：9.4(g)×1.00＝9.4(g) 
イ：12.8(g)×0.80＝約 10.2(g) 
ウ：17.3(g)×0.70＝約 12.1(g) 
エ：23.1(g)×0.40＝約 9.2(g) 
 
 

気温(℃) 10.0 15.0 20.0 25.0 
飽和水蒸気量(g/m3)  9.4 12.8 17.3 23.1 
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[問題] 
乾湿計の乾球温度計と湿球温度計の示度を読

みとった。このとき，乾球温度計の示度は 12℃，

湿球温度計の示度は 8℃であった。右の表は湿

度表の一部であり，下の表は気温と飽和水蒸気

量の関係を表したものである。 
(1) 観測したときの湿度は何％か。 
(2) 観測したときの空気 1m3中にふくまれてい

る水蒸気の質量は何 g か。小数第 2 位を四

捨五入して，小数第 1 位まで書け。 
 
 
 

(岐阜県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 53％ (2) 5.7g 
[解説] 
(1) 乾球温度計の示度は 12℃，乾球と湿球の示度の差は 12－8＝4℃なので，表(上の表)より

湿度は 53％であることがわかる。 
(2) 気温(＝乾球温度計の示度)は 12℃なので，このときの飽和水蒸気量は 10.7g である。 
したがって，(空気 1m3 中にふくまれている水蒸気)＝10.7(g)×0.53＝約 5.7(g) 
 
[問題] 
 気温 20℃で湿度 88%の空気 1m3 中には 15g の水蒸気が含まれている。気温 20℃の飽和水

蒸気量は何 g/m3 か，小数第 1 位を四捨五入して整数で答えよ。 
(富山県) 
[解答欄] 

 

[解答]17 g/m3 
[解説] 
(空気 1m3 中にふくまれる水蒸気の質量)＝(飽和水蒸気量)×(湿度(小数表示)) なので， 
(飽和水蒸気量)＝(空気 1m3中にふくまれる水蒸気の質量)÷(湿度(小数表示)) 
よって，(飽和水蒸気量)＝15(g/m3)÷0.88＝約 17(g/m3) 
 

乾球 
(℃) 

乾球と湿球の目盛りの差(℃) 
 1  2  3  4  5 

 13  88  77  66  55  45 
 12  88  76  65  53  43 
 11  87  75  63  52  40 
 10  87  74  62  50  38 
  9  86  73  60  48  36 

気温  2  4  6  8  10  12  14 
飽和水蒸気量(g/m3)  5.6  6.4  7.3  8.3  9.4 10.7 12.1 
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[問題] 
 ある日，関東地方では日本海にある低気圧に向かって南の風がふいていた。太平洋側の平

野で気温 17℃，湿度 80％であった空気のかたまりが，山の斜面に沿って上昇しながら雨を

降らせ，山をこえて日本海側の平野へふき下りたとき，気温 25℃，湿度 30％になっていた。

この空気のかたまりが山をこえたときに失った水蒸気の量は，初めに含んでいた水蒸気の量

の約何％か，小数第 1 位を四捨五入して整数で書け。なお，表は，それぞれの気温(空気の温

度)に対する飽和水蒸気量を表している。 
 

(千葉県) 
[解答欄] 

 

[解答]40％ 
[解説] 
太平洋側の平野(気温17℃，湿度80％)：気温 17℃のときの飽和水蒸気量は14.5 g/m3なので，

(水蒸気量)＝14.5×0.80＝11.6(g/m3) 
日本海側の平野(気温25℃，湿度30％)：気温 25℃のときの飽和水蒸気量は23.1 g/m3なので，

(水蒸気量)＝23.1×0.30＝6.93(g/m3) 
よって，(失った水蒸気の量)＝11.6－6.93＝4.67(g/m3) 
4.67(g/m3)÷11.6(g/m3)＝0.40258･･･ したがって，約 40％を失った。 
 
[気温による湿度の変化] 
[問題] 

実験で理科室内の湿度を求めると約 54％であった。この実験後，理科室内の気温が下がる

と湿度はどのようになるか。次のア～ウから最も適当なものを 1 つ選び，その記号を書け。

ただし，空気中の水蒸気量に変化はないものとする。 
ア 湿度は下がる。 
イ 湿度は上がる。 
ウ 湿度は変化しない。 
(山梨県) 
[解答欄] 

 

気温(℃)  10  11  12  13  14  15  16  17  18  19 
飽和水蒸気量(g/m3)  9.4 10.0 10.7 11.3 12.1 12.8 13.6 14.5 15.4 16.3 
気温(℃)  20  21  22  23   24  25  26  27  28  29 
飽和水蒸気量(g/m3) 17.3 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 25.8 27.2 28.8 
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[解答]イ 
[解説] 

である。 

気温が下がると，飽和水蒸気量(式の分母)は小さくなる。

空気 1m3 中の水蒸気量は変化しないので，湿度は上がる。 
※入試出題頻度：「気温が下がると湿度は上がる〇」 
 
[問題] 
 ゴム栓をしたフラスコに，水蒸気を含む空気が入っている。この空気を冷やしていくとき，

フラスコの中の水蒸気の質量と湿度はそれぞれどうなるか。次のア～エのうちから，その組

み合わせとして最も適当なものを 1 つ選び，その記号を書け。ただし，水滴は生じていない

ものとする。 
 

   ア   イ   ウ   エ 
水蒸気の質量 増加する 増加する 変化しない 変化しない 
湿度 高くなる 低くなる 高くなる 低くなる 

 
(岩手県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
[解説] 
「水滴は生じていない」のでフラスコ内の水蒸気量は変化していない。気温が下がると，飽

和水蒸気量は小さくなるので，湿度は上がる 
 
[問題] 
 空気にふくまれている水蒸気の質量を変えずに気温を上げると，①湿度はどう変化するか。

②また，その理由も答えよ。 
(鹿児島県) 
[解答欄] 

① 

② 
 

[解答]① 下がる。 ② 気温が上がると飽和水蒸気量は大きくなり，飽和水蒸気量に対する

空気中の水蒸気量の割合が小さくなるから。 
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[露点と湿度] 
[問題] 
 次の表は，気温とそのときの飽和水蒸気量(g/m3)を示したものである。ある日の実験室の

気温は 22℃，露点は 15℃であった。このときの実験室の湿度はいくらか，小数第 1 位を四

捨五入して整数で答えよ。 
 

 
(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]66% 
[解説] 

露点
ろ て ん

が 15℃であることから，15℃のとき湿度が 100％になる。15℃のときの飽和
ほ う わ

水蒸気量
すいじょうきりょう

が 12.8gなので，この空気 1m3 中には 12.8gの水蒸気が含まれていることがわかる。気温 22℃
のときの飽和水蒸気量は 19.4gなので， 

＝ 100
4.19
8.12
× ＝約 66％ 

※入試出題頻度：「気温・露点→湿度〇」「気温・湿度→露点〇」 
 
 
[問題] 

乾湿計の示度は，乾球が 14℃，湿球が 9.0℃だったので，湿度は 46％であった。このとき

の露点は何℃か。 
 
 
 
 
 

(秋田県) 
[解答欄] 

 

[解答]2℃ 
 
 

気温  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22 
飽和水蒸気量 11.3 12.1 12.8 13.6 14.5 15.4 16.3 17.3 18.3 19.4 

気温(℃)   1   2   3   4   5   6   7 
飽和水蒸気量(g/m3)  5.2  5.6  5.9  6.4  6.8  7.3  7.8 
気温(℃)   8   9  10  11  12  13  14 
飽和水蒸気量(g/m3)  8.3  8.8  9.4 10.0 10.7 11.4 12.1 



 15 

[解説] 
気温(＝乾球温度計の示度)は 14℃なので，このときの飽和水蒸気量は，表より 12.1 g/m3で

ある。湿度は 46％なので，(空気 1m3 中にふくまれる水蒸気の質量)＝12.1(g/m3)×0.46 
＝約 5.6(g/m3)である。したがって，表より露点は 2℃とわかる。 
 
 
[問題] 

15℃で湿度 75％の空気を 5℃まで冷やしたとき，水滴となるのは，空気 1m3 当たり何 g
か。ただし，飽和水蒸気量は，15℃では 12.8g/m3，5℃では 6.8g/m3とする。 
(岡山県) 
[解答欄] 

 

[解答]2.8g 
[解説] 
15℃のときの飽和水蒸気量は 12.8g/m3 で，湿度は 75％なので， 
(空気 1m3 当たりに含まれている水蒸気量)＝12.8(g/m3)×0.75＝9.6(g) 
5℃の飽和水蒸気量は 6.8g/m3なので，9.6－6.8＝2.8(g)が水滴となって出てくる。 
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【】湿度を求める実験 
[問題] 
 次の図のように，アルミニウム缶に，理科室の室温と同じ温度にしたくみおきの水を半分

ほど入れ，缶の中の水を，氷を入れた試験管でゆっくりとかき混ぜた。缶の表面がくもり始

めたときの水温は 21℃であり，そのときの理科室の室温は 25℃であった。このとき，理科

室内の空気の湿度は何%か。小数第 1 位を四捨五入して，整数で答えよ。表は，気温と飽和

水蒸気量との関係を示したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
(山形県) 
[解答欄] 

 

[解答]78％ 
[解説] 

コップ(アルミニウム缶
かん

)の中の水はくみおきの水

を使うが，これは，最初，水温
すいおん

と気温
き お ん

を同じにし

ておくためである。氷を入れた試験管でゆっくり

とかき混ぜて水温を下げていく。コップは金属製
きんぞくせい

のものを使うが，これは金属が熱を伝えやすいか

らである。金属製のコップを使うことで，コップ

の中の水の温度とコップのすぐ外側の空気の温度

をほぼ同じにすることができる。 
この実験では水温が 21℃になったとき，コップの表面が白くくもりはじめる。すなわち，コ

ップのすぐ外側の空気は，21℃になったとき露点
ろ て ん

に達して，水蒸気
すいじょうき

(気体)が水滴
すいてき

(液体)にな

った。表より，21℃のときの飽和水蒸気量は 18g/m3なので，この空気は 1 m3 あたり 18gの
水蒸気をふくんでいることがわかる。表より，25℃のとき空気 1 m3中に 23gまで水蒸気をふ

くむことができるが，実際には 18gしかふくんでいないので， 

＝ 100
23
18

× ＝約 78％ となる。 

※入試出題頻度：「湿度を求めよ◎」「金属製のコップを使う理由〇」 
 

気温 
(℃) 

飽和水蒸気

量(g/m3) 
21   18 
22   19 
23   21 
24   22 
25   23 
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[問題] 
 明雄は，よく晴れた日に，

空気中にふくまれている水蒸

気の量について調べるため，

室温 25℃の実験室で次のよ

うな実験を行った。 
アルミニウムのかんを用意

し，側面にセロハンテープを

はり，くみ置きの水を，かんの 3 分の 1 まで入れた。図の

ように，かんに氷水を少しずつ加えながらゆっくりかき混

ぜ，セロハンテープとかんの表面との境目のようすを観察

した。かんの表面がくもりはじめたとき，かんの中の水温

は 11℃であった。 
(1) 下線部のようになったのは，かんの表面に小さな水滴がついたからである。この水滴は

①(かんの中の水／ビーカーの中の氷水／実験室内の空気)からきたものであり，かんに接

している空気の湿度は，②(0%／100%)である。①，②の(  )の中からそれぞれ正しい

ものを 1 つずつ選べ。 
(2) 実験室内の空気 1m3 中にふくまれている水蒸気量はおよそ何 g か。次から 1 つ選べ。 

[ 10g 11g 15g 23g 25g ] 
(3) この実験室内の湿度は何%か，小数第 1 位を四捨五入して答えよ。 
(熊本県) 
[解答欄] 

(1)① ② (2) (3) 

[解答](1)① 実験室内の空気 ② 100% (2) 10g (3) 43% 
[解説] 
金属は熱を伝えやすいので，かんの中の水温が 11℃になったとき，かんのすぐ外側の空気も

11℃に冷やされる。このとき，かんの表面に小さな水滴が付着したのは，かんのすぐ外側の

空気が冷やされて露点に達し，湿度 100％となり，水蒸気が水滴となって出てきたためであ

る。グラフより 11℃のときの飽和水蒸気量は約 10g/m3であるので，かんの外側の空気は 1m3

あたり 10g の水蒸気を含んでいたことがわかる。グラフより，気温 25℃のときの飽和水蒸

気量は 23 g/m3なので， 

＝ 100
23
10

× ＝約 43％ となる。 

なお，セロハンテープを使うのは，セロハンテープ以外の部分が先にくもりはじめるので水

滴がつく温度を見分けやすいからである。 
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[問題] 
 部屋の窓ガラスに水滴がついていることに気づき，その原因が空気中の水蒸気にあるので

はないかと考え，その部屋で次の実験を行った。表は，空気の温度と飽和水蒸気量の関係を

表したものである。後の各問いに答えよ。 
  

 
 

(操作 1) 部屋の空気の温度を測定した。 
(操作 2) 部屋の空気の温度と同じ温度にしておいたくみ置きの

水を，金属製のコップに半分程度入れた。 
(操作 3) 図のように氷を入れた試験管を，金属製のコップの中

でゆっくりと上下させ，金属製のコップの水の水温を下げてい

った。 
(操作 4) 水温を下げながら，金属製のコップの表面を観察した。 
 
(1) 次の文は，実験で，ガラス製のコップではなく，金属製の

コップを用いた理由を説明したものである。文中の(   )にあてはまる内容を答えよ。 
 ガラスよりも金属の方が(   )ため，水温と金属製のコップ表面付近の空気の温度

がほぼ等しくなるから。 
(2) 金属製のコップの表面がくもりはじめたのは，水温が 14℃のときだった。このときの，

部屋の空気の湿度は何％か，小数第 1 位を四捨五入して，整数で答えよ。ただし，この

ときの部屋の空気の温度は 20℃で，水温と金属製のコップ表面付近の空気の温度は等し

いものとする。 
(3) 次の文中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 この実験を，同じ部屋で，空気の温度が 24℃のときに行った場合，金属製のコップが

くもり始めたときの水温は①(上がり／下がり／同じになり)，そのときの部屋の空気の

湿度は，部屋の空気の温度が 20℃のときと比べて②(高く／低く)なる。 
(鳥取県) 
[解答欄] 

(1) (2) (3)① 

② 

[解答](1) 熱が伝わりやすい (2) 70％ (3)① 同じになり ② 低く 
[解説] 
(2) 「くもりはじめたのは，水温が 14℃のときだった」ので，この空気の露点は 14℃で，表

より 1m3 あたり 12.1g の水蒸気をふくんでいることがわかる。表より，20℃のときの飽和水

蒸気量は 17.3 g/m3なので 

気温(℃)  12  14  16  18  20  22  24 
飽和水蒸気量(g/m3) 10.7 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 
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＝ 100
3.17
1.12
× ＝約 70％ となる。 

(3) 部屋の空気が 20℃から 24℃に上昇した場合も，空気 1m3 あたりの水蒸気量は変わらな

いので，露点は変わらず，金属製のコップがくもり始めたときの水温も変わらない。しかし，

24℃のときの飽和水蒸気量は 20℃のときの飽和水蒸気量より大きいので，湿度は低くなる。 
 
[問題] 
 くみおきの水を入れた金属製のコップの水温を下げていくと，一定の温度になったときコ

ップの表面がくもり始める。 
(1) この実験で金属製のコップを使う理由を，簡潔に書け。 
(2) この実験で，くみおきの水を使う理由を簡単に答えよ。 
(福岡県改)  
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 金属は熱を伝えやすいから。 (2) 水温を気温と同じするため。 
 
[問題] 
 右図のように，金属製のコップにくみおきの水を入れた。ゆ

っくりかき混ぜながら，少しずつ氷水を足し，水の温度を下げ

ていくとコップの表面に水滴ができ始めた。このとき，実験室

は気温 22℃，湿度 70%であった。下の表は，空気の温度と飽

和水蒸気量との関係を示している。実験において水滴ができ始

めたとき，コップの表面付近の空気の温度は何℃か。最も近い温度を表の中から選んで書け。 
 

 
(栃木県) 
[解答欄] 

 

[解答]16℃ 
[解説] 
表より，22℃のときの飽和水蒸気量は 19.4 g/m3 で，湿度が 70％なので，空気 1m3 に含まれ

ている水蒸気は，19.4(g)×0.7＝約 13.6g である。表より，16℃のときの飽和水蒸気量は 13.6g
なので，コップの表面付近の空気の温度が 16℃まで下がると露点に達して水滴ができはじめ

る。 

気温 10 12 14 16 18 20 22 24 26 
飽和水蒸気量(g/m3) 9.4 10.7 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 24.4 
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[問題] 
理科室の空気にふくまれる水蒸気が凝結し始める温度を調べた実験について，後の各問い

に答えよ。 
(実験) 
・室温の水を金属製のコップに 3 分の 1 程度まで入れて，

コップの中の水の温度をはかったところ，18.7℃で，こ

のときの理科室の湿度は 62.5％であった。 
・図のように，コップの中の水をガラス棒でかき混ぜなが

ら，ビーカーに入れた氷水を少しずつ加え，コップの表

面に水滴がつき始めたときの，コップの中の水の温度を

はかったところ，11.0℃であった。 
(1) 次の文は，実験Ⅰで，金属製のコップを用いた理由について述べたものである。内容が

正しくなるように，①，②の(  )内から適語を選べ。 
金属製のコップを用いたのは，金属が熱を①(伝えやすく／伝えにくく)，コップの中

の水の温度と，コップの表面付近の空気の温度が②(同じになる／大きく異なる)ように

できるからである。 
(2) 11.0℃での飽和水蒸気量は 10g/m3である。18.7℃での飽和水蒸気量は何 g/m3 か。 
(宮城県) 
[解答欄] 

(1)① ② (2) 

[解答](1)① 伝えやすく ② 同じになる (2) 16 g/m3 

[解説] 
(2)「コップの表面に水滴がつき始めたときの，コップの中の水の温度をはかったところ，

11.0℃であった」とあるので，この空気の露点は 11.0℃で，11.0℃のときの湿度は 100％に

なる。「11.0℃での飽和水蒸気量は 10g/m3 である」ので，この空気は 10g/m3 の水蒸気をふ

くんでいることがわかる。 
18.7℃で，このときの理科室の湿度は 62.5％なので， 
(1 m3 中の水蒸気量)＝(18.7℃での飽和水蒸気量)×0.625＝10(g/m3) 
よって，(18.7℃での飽和水蒸気量)＝10(g/m3)÷0.625＝16(g/m3) 
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【】グラフを使った問題など 
[グラフを使った問題] 
[問題] 
 グラフ中の A～E の状態にある空気のうち，ある日の 
午後 3 時の空気(気温 30℃，露点 17℃)の湿度に最も近い 
湿度の空気はどれか，A～E から 1 つ選べ。 
(京都府) 
[解答欄] 

 

[解答]B 
[解説] 
ある日の午後 3 時の空気の露点が 17℃であることから，

この空気 1m3 中に含まれている水蒸気は，グラフより，

約 15g であることがわかる。30℃のときの飽和水蒸気量

は，グラフより約 30g である。したがって湿度は，

100
30
15

× ＝50％である。右図のように，B では，実際に

含まれている水蒸気量は飽和水蒸気量の約半分なので，湿度は約 50％である。(A の湿度は

100％，C の湿度は 50％より小さい，D と E の湿度は 50％より大きい。) 
※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 
 
[問題] 
 下の表は，A，B，C の各部屋における気温と，空気 1m3 中

に含まれる水蒸気量を示したものである。また，右図は，気温

と飽和水蒸気量との関係を表したグラフである。表と図をもと

に，次の問いに答えよ。 
 

 
(1) A～C の部屋の空気を，湿度の高い順に並べかえ，記号で答

えよ。 
(2) C の部屋には，空気が 300m3ある。この空気が密閉された状態で 30℃から 15℃まで冷

えたとき，この部屋の中では何 g の水滴が生じることになるか。最も近い値を次から選

べ。 
[ 900g 2100g 3000g 3900g 5100g ] 

  A  B  C 
気温(℃)  15  20  30 
空気 1m3 中に含まれる水蒸気量(g)  10  10  20 
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(山口県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答] (1) A，C，B (2) 2100g 
[解説] 

(1) で比較すると，右図より， 

湿度が最も大きいのは A(
5
4 ぐらい)で，もっとも小さいの

は B(
7
4 ぐらい)である。C は

3
2 ぐらいである。 

(2) グラフより，30℃のときの飽和水蒸気量は 1m3あたり

約 30g，15℃のときの飽和水蒸気量は 1m3あたり約 13g である。C の部屋の温度を 15℃ま

で下げたとき，1m3 あたり 20－13＝7(g)が水滴として出てくる。C の部屋の空気は 300m3

なので，7(g/m3)×300(m3)＝2100g が水滴として出てくる。 
 
[問題] 
 点 A，B，C は，観測期間中のある時刻における K 市の気

温と空気 1m3中の水蒸気量を表している。点 A～C のそれぞ

れの状態で，くみ置きの水に氷を加えて水温を少しずつ下げ

ていくと，水を入れたコップの表面が水滴でくもり始める。

このとき，くもり始める温度の高い順に A～C をならべ，そ

の符号を書け。 
(兵庫県) 
[解答欄] 

 

[解答]B，A，C 
[解説] 
例えば，A の状態の空気の気温が下がった場合，空気 1m3 中に含ま

れる水蒸気の量は変わらないので，点は水平方向左に移動する。温

度が a℃まで下がって点 P に達すると，空気 1m3 中に含まれる水蒸

気の量と飽和水蒸気の量が等しくなる。 
これ以上温度が下がると，水蒸気の一部が水滴となって出てくる。

すなわち，A の空気の露点は a℃である。同様に B の空気の露点は b℃，C の空気の露点は

c℃である。右図から，b＞a＞c である。 



 23 

[1 日の湿度と気温の変化] 
[問題] 
 図 2 は，滋賀県のある地点で図 1 の観測を行った日の 9 時の天気図である。この日の午前

中の気温と湿度の変化には，どのような関係があるか。図 2 の天気図と関連させて説明せよ。 
 
 
 
 
 
 
 
(滋賀県) 
[解答欄] 

 
 

[解答]高気圧におおわれて晴れているので，気温と湿度が反対に動き，気温が上がると湿度

は下がっている。 
[解説] 
図 2 より，滋賀県は高気圧におおわれているので天気は晴れであると考えられる。天気のよ

い日には，気温は日の出直前が最低で，その後上昇し，15 時ごろ最高となり，その後低下す

る。晴れの日には，空気 1m3に含まれる水蒸気の量はほぼ一定である。気温が上がると，飽

和水蒸気量も大きくなる。(湿度％)＝(空気 1m3 中の水蒸気量)÷(飽和水蒸気量)×100 の式で，

(空気 1m3 中の水蒸気量)が変化せず，(飽和水蒸気量)が大きくなると，(湿度％)は低くなる。

晴れた日の気温と湿度は反対に動き，気温が上がると湿度は下がり，気温が下がると湿度は

上がる。これに対し，天気の悪い日は気温の変化は少なく，1 日中同じような気温である。

湿度は全体的に高く，変化も少ない。 
※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 
 
[問題] 
 一日中晴れたある日の湿度の変化を表すグラフとして，最も適当なものを，下のア～エか

ら 1 つ選べ。ただし，この日の大気中の水蒸気量はほとんど変化しなかったものとする。 
 
 
 
 
(鳥取県) 
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[解答欄] 

 

[解答]ア 
[解説] 
晴れた日には，気温は日の出前がもっとも低く，太陽の光を受けて上昇していく。太陽の

南中高度
なんちゅうこうど

は正午ごろに最大になるが，気温は昼過ぎに最大になり，その後低下していく。 
(湿度％)＝(空気 1m3中の水蒸気量)÷(飽和水蒸気量)×100 の式で， 
晴れた日の大気中の水蒸気量はほとんど変化しないので，気温が上がって(飽和水蒸気量)が
大きくなると，(湿度％)は低くなる。晴れた日の気温と湿度は反対に動き，気温が上がると

湿度は下がり，気温が下がると湿度は上がる。したがって，湿度はアのグラフのように，日

の出前がもっとも高く，昼過ぎに最も低くなる。 
 
[問題] 
 次の問いに答えよ。 
(1) 晴れた日の気温の変化と湿度の変化との間には，どのような関係があるか。簡潔に書け。 
(2) 雨の日における湿度の変化のしかたは，晴れた日における湿度の変化のしかたと比べて，

どのような特徴があるといえるか。簡潔に書け。 
(広島県) 
[解答欄] 

(1) 

(2) 

[解答](1) 気温が上がると湿度は下がり，気温が下がると湿度は上がる。 
(2) 変化のしかたがゆるやかである。 
 
[問題] 
 雨の日は，洗濯物を干しておいても，あまり乾かない。次の文は，その理由を説明したも

のである。文中の①～③の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
 雨の日は①(気圧／湿度／気温)が高く，飽和水蒸気量に対して実際に空気中に含まれる水

蒸気量の割合が②(大きい／小さい)状態である。そのため，空気中にさらに含むことができ

る水蒸気量が③(多い／少ない)ので，洗濯物があまり乾かない。 
(富山県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 湿度 ② 大きい ③ 少ない 
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[問題] 
 右の図はある日のある地点における，午前 10
時から午後 3 時までの気温と湿度の変化を示した

グラフである。このグラフから判断して，この日

の午前 11 時，午後 0 時，午後 1 時の「空気 1m3

中に含まれている水蒸気の量(質量)(g/m3)」を比較

するとき，その量が最も大きい時刻は，次のうち

のどれか。 
[ 午前 11 時 午後 0 時 午後 1 時 ] 
(岡山県) 
[解答欄] 

 

[解答]午後 1 時 
[解説] 
(空気 1m3 中にふくまれる水蒸気の質量)＝(飽和水蒸気量)×(湿度(小数表示))･･･① 
まず，午前 11 時と午後 1 時を比べる。湿度は同じであるが，気温は午後 1 時の方が高いの

で，飽和水蒸気量は午後 1 時の方が大きい。したがって，①式より，(空気 1m3 中にふくま

れる水蒸気の質量)は午後 1 時の方が午前 11 時より大きい。 
次に，午後 0 時と午後 1 時を比べる。湿度は午後 1 時の方が高い。また，気温も午後 1 時の

方が高いので，飽和水蒸気量も午後 1 時の方が大きい。したがって，①式より，(空気 1m3

中にふくまれる水蒸気の質量)は午後 1 時の方が午後 0 時より大きい。 
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【】雲のでき方 
【】雲のできかたを調べる実験 
[問題] 

右図のように，簡易真空容器の中に，デジタル温度計，気圧計を入れ， 
ふたをしてから，簡易真空容器の中の空気をぬいた。空気をぬいていく 
と，容器の中の①気圧，②温度はどのように変わるか。次の[  ]から 
それぞれ選べ。 
[ 上がる 下がる 変わらない ] 
(補充問題) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 下がる ② 下がる 
[解説] 

簡易
か ん い

真空
しんくう

容器
よ う き

内の空気をぬいていくと，容器内の気圧
き あ つ

は下がる。その理由を，中学範囲を超えるが，容器の内

側のかべにかかる気圧を例にして説明する。 

気圧は，空気中の酸素
さ ん そ

や窒素
ち っ そ

などの気体の粒子
りゅうし

の運動で

説明することができる。空気中の気体の粒子は，さまざ

まな方向に高速で飛び回っていて，図のAのように容器

のかべにはさまざまな方向から多くの粒子がぶつかり，かべに力を加えている。容器内の空

気をぬいていくと，図のBのように気体の粒子の数が減少するため，かべに加わる力の合計

が小さくなり，その結果，気圧(単位面積当たりにかかる力)が下がる(小さくなる)。 
容器内の気圧が下がると，温度も下がる。このことについても，中学範囲を超えるが，参考

までに説明する。おおまかに言えば，温度(熱)とは，物質を構成する粒子の運動エネルギー

そのものである。空気をぬいて，図の A から B のようにすると，粒子の総数が減少するため，

運動エネルギーの総量も減少し，温度も下がることになる。 
※入試出題頻度：「空気をぬくと気圧が下がる〇」「空気をぬくと温度が下がる〇」 
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[問題] 
 水で内側をぬらしたフラスコを用意し，図のような装置を

作り，注射器のピストンを強く引いたときのフラスコ内の様

子を観察したら，フラスコ内が白くくもった。これはピスト

ンを引くとフラスコ内の空気が( ① )ため，温度が露点に

達し，( ② )が凝結したことによる。次の問いに答えよ。 
(1) ①にあてはまる言葉を下のア～エから 1 つ選んで，その記

号を書け。 
ア 膨張して，温度が上がる 
イ 膨張して，温度が下がる 
ウ 収縮して，温度が上がる 
エ 収縮して，温度が下がる。 

(2) ②にあてはまる語を書け。 
(茨城県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) イ (2) 水蒸気 
[解説] 

気体は膨張
ぼうちょう

すると温度が下がり，圧縮
あっしゅく

されると

温度が上がる性質をもっている。図の実験で，ピ

ストンを引くとフラスコ内の空気は膨張して温度

が下がる。フラスコ内にはあらかじめ水を入れて

湿度を高くしているため，温度が少し下がっただ

けでも露点
ろ て ん

に達して，水蒸気
すいじょうき

の一部が水滴
すいてき

となっ

て出てくる。この水滴を観察しやすくするために，

フラスコ内にけむりを入れる。けむりを核として

水蒸気が凝結
ぎょうけつ

して小さな水滴となり，フラスコ内

に浮かぶ。ピストンを引いたときフラスコ内が白

くくもるのは，この水滴の集まりができるためである。この実験は雲のできる原理を理解す

るためのものである。上昇気流によって，空気のかたまりが上昇した場合，まわりの気圧が

下がるため，空気のかたまりは膨張
ぼうちょう

して温度が下がる。ある一定の高さまで上昇すると，空

気のかたまりはやがて露点に達し，水蒸気の一部が空気中の微細
び さ い

なちり(実験の線香
せんこう

の煙に相

当)を核として凝結し水滴となって空中に浮かぶ。これが雲である。 
※入試出題頻度：「空気をぬくと膨張し，気圧が下がる〇→温度が下がる〇→露点以下になり，

水蒸気が水滴になって白くくもる〇」 
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[問題] 
 雲のでき方を調べるために，右図のような装置を用いて

実験を行った。図のペットボトルを強く押してへこませた

後，手をはなしてペットボトルの形がもとにもどったとき，

フラスコの中がくもった。次の文の①～③に当てはまる最

も適当な言葉を書け。 
フラスコの中がくもるのは，フラスコ内の空気が

( ① )し，温度がその空気の( ② )以下になり，水蒸気が水滴になるからである。また，

雲ができるのは，空気のかたまりが上昇すると，その空気のまわりの( ③ )が低くなるの

で，上昇する空気が(①)して温度が下がり，空気中の水蒸気が水滴や氷の粒になるからであ

る。 
(愛媛県) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 膨張 ② 露点 ③ 気圧 
 
 
[問題] 
 図Ⅰのように，ペットボトルの内側にリボン状の温度計

を取り付け，ペットボトル内部の空気の圧力を高めること

のできるポンプのついた栓をした。次に，図Ⅰ中のポンプ

の部分を十数回押し，ペットボトル内部の空気の圧力を高

めた後，図Ⅰ中のレバーを押して図Ⅱのように栓を開くと，

ペットボトル内部が白くくもった。次の文中の(  )から

適切なものを 1 つずつ選べ。 
下線部のように白くくもったのは，栓を開くことにより，ペットボトル内部の空気の圧力

が急に①(上がり／下がり)，温度が下がって，②(水蒸気／水滴)ができたからである。この実

験結果から雲のでき方について考えると，「空気が上昇すると，上昇した空気は③(膨張し／

圧縮され)，空気の温度が下がって露点に達したところで雲ができ始める。｣ということがわ

かる。 
(大阪府) 
[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 下がり ② 水滴 ③ 膨張し 
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[問題] 
右図のように，簡易真空容器にデジタル温度計と少し膨

らませて口を閉じたゴム風船を入れた。さらに中を水でし

めらせて，線香のけむりを入れた後，ピストンを引いて容

器内の空気を抜いていくと，容器の中がくもった。 
(1) 実験において，ゴム風船はどうなるか，適切なものを，

次の[  ]から 1 つ選べ。 
[ しぼむ ふくらむ 変わらない ] 

(2) 実験の結果から考察した次の文の①～④の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
気圧が①(高く／低く)なると空気が②(膨張／収縮)する。その結果，温度が 

③(上昇／低下)し，露点よりも温度が④(高く／低く)なると空気中の水蒸気が水滴となり，

雲ができる。 
(兵庫県) 
[解答欄] 

(1) (2)① ② ③ 

④ 

[解答](1) ふくらむ (2)① 低く ② 膨張 ③ 低下 ④ 低く 
 
[問題] 

Y さんは，右図のような装置を組み

立て，ガラスびんに少量の水と線香の

煙とふくらませたゴム風船を入れ，雲

のでき方を調べる実験を行った。 
(1) 次の①～③の(  )の中からそれ

ぞれ正しいものを 1 つずつ選べ。 
ピストンを引くと，ガラスびん

の中のゴム風船は①(ふくらみ／しぼみ)，温度は②(上がり／下がり)，雲ができた。また，

ピストンを押したところ雲は消えた。自然界では，地上付近の空気が③(上昇する／下降

する)と，実験でピストンを引いたときに起こった現象と同じ原理によって雲ができる。 
(2) フラスコに線香の煙を入れるのはなぜか。最も適切な理由を次のア～エから選び，記号

で答えよ。 
ア フラスコ内の水蒸気を凝結しやすくするため。 
イ フラスコ内の空気の動きを見えやすくするため。 
ウ フラスコ内の空気がもれたときにわかるようにするため。 
エ フラスコ内の気温が一様になるようにするため。 



 30 

(3) さらに，Y さんは，水を入れなくても雲ができるのではないかと考え，図のガラスびん

に水を入れずに同様の実験を行ったが，ガラスびんの中に雲はできなかった。この実験

において，ガラスびんの中に雲ができなかった理由を，湿度と露点という 2 つの語を用

いて書け。 
(熊本県改) 
[解答欄] 

(1)① ② ③ (2) 

(3) 
 

[解答](1)① ふくらみ ② 下がり ③ 上昇する (2) ア (3) 水を入れなかったために湿度

が低く，露点が低くなる。その結果，温度が下がっても露点に達しなかったから。 
[解説] 

(1) ピストンを引くとフラスコ内の空気は膨張
ぼうちょう

して温度が下がり，露点
ろ て ん

に達すると白くくも

る。また，ガラスびんの中の気圧が下がるためにゴム風
ふう

船
せん

はふくらむ。 
(2)(3) このような雲のできかたを調べる実験で，ガラスびんの中の空気をぬいただけではく

もりができないことがある。くもりができやすいように次のような工夫を行う。 
① ガラスびんの中に少量の水をいれて，びんの中の湿度を高くしておく。湿度が高いと，少

し温度が下がっただけで露点に達するため，くもりができやすくなる。 

② 露点より温度が下がると，水蒸気の一部が空気中の微細
び さ い

なちりを核として凝結
ぎょうけつ

し水滴と

なって空中に浮かぶ。ガラスびんの中に線香
せんこう

の 煙
けむり

をいれておくと，水滴は煙の粒子
りゅうし

を核
かく

と

して凝結しやすくなる。 
 
 
[問題] 
 フラスコに線香の煙を入れた実験装置をつくり，大型注射器のピストンをすばやく引くと，

フラスコ内の温度が下がり，内部全体がわずかに白くくもった。フラスコ内をよりはっきり

と白くくもらせるには，どのようにすればよいか，書け。ただし，フラスコなどの実験器具，

ピストンを引く操作，室温は同じものとする。 
(石川県) 
[解答欄] 

 

[解答]フラスコ内に少量の水を入れる。 
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[問題] 
 空気中の湿度と水滴のでき方の関係を調べるために，次の実験を行った。後の各問いに答

えよ。 
(実験)チャック付きビニル袋(袋 A，袋 B)を用意し，袋 A には水を

含ませた脱脂綿を，袋 B には乾いた脱脂綿を入れて，それぞれの

袋に線香の煙を少量入れた。袋 A，B のチャックを閉じて，両方

の袋の中の線香の煙が見えなくなるまで，しばらく置いた。図の

ように，袋 A，B と温度計を簡易真空容器に入れた後，ピストン

を動かして容器の内部の空気を抜いていき，容器の内部のようす

を観察した。なお，実験は晴れた日の昼間に行った。 
(1) 実験で，簡易真空容器の内部の空気を抜いていったときの袋 A，B のようすについて，

その組み合わせとして正しいものを，次のア～エから選べ。 
ア：袋 A ふくらむ 袋 B ふくらむ 
イ：袋 A ふくらむ 袋 B しぼむ 
ウ：袋 A しぼむ  袋 B ふくらむ 
エ：袋 A しぼむ  袋 B しぼむ 

(2) 次の文は，実験の結果について，G さんと M さんが交わした会話の一部である。会話文

中の①，②について(  )内から正しいものを，それぞれ選べ。また，③に当てはまる語

を書け。 
G さん：ピストンを動かして簡易真空容器の内部の空気を抜いていくと，温度計の示す

温度が①(上がって／下がって)いき，片方の袋の内側がくもって見えたね。 
M さん：容器の内部の空気を抜いたことで，容器の内部の気圧が②(高く／低く)なった

から，内部の温度が変化したんだね。その結果，袋の中の空気中の水蒸気が水

滴となる( ③ )という状態変化が起こり，袋の内側がくもって見えたんだと

思うよ。 
G さん：片方の袋の内側がくもって見えたとき，もう片方の袋はくもらずに透明のまま

で，違いがあったね。袋の中の空気の湿度が関係しているのかな。 
(3) (2)の文中の下線部のように，簡易真空容器の内部の空気を抜いていったときに，先にく

もって見えた袋は，①袋 A，B のどちらか，書け。②また，そのように判断した理由を，

「湿度」，「露点」という語をともに用いて，簡潔に書け。 
(群馬県) 
[解答欄] 

(1) (2)① ② ③ 

(3)① ② 
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[解答](1) ア (2)① 下がって ② 低く ③ 凝結 (3)① 袋 A ② 袋 A の空気のほうが湿

度が高く，先に露点に達したから。 
 
 
[問題] 
 雲のでき方について調べるために，次の実験を行った。あとの各問いに答えよ。 
(実験) 
操作 1：右図のような実験装置を組み立てた。フラスコ

内部をぬるま湯でぬらし，少量の線香のけむりを入れた。 
操作 2：大型注射器のピストンを押しこんだ状態でフラ

スコにつなぎ，矢印の方向にすばやく引いて，フラスコ

内のようすや温度の変化を記録した。 
(1) 操作 1 の下線部について，少量の線香のけむりは空気中のちりを再現している。フラス

コに少量の線香のけむりを入れる理由を答えよ。 
(2) 操作 2 のように，ピストンをすばやく引くと，フラスコ内が白くくもった。このとき，

フラスコ内で起こったと考えられる状態変化として，最も適切なものを，次のア～エか

ら 1 つ選び，記号で答えよ。 
ア 気体から液体になった。 
イ 液体から気体になった。 
ウ 気体から固体になった。 
エ 液体から固体になった。 

(3) 次の文は，フラスコ内が白くくもったことについて説明したものである。文中の①，②

の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
 ピストンをすばやく引き，フラスコ内の空気の体積を大きくすることで，フラスコ内

の空気の温度が①(高く／低く)なり，②(沸点／露点)に達したためであると考えられる。 
(鳥取県) 
[解答欄] 

(1) 

(2) (3)① ② 

[解答](1) フラスコ内の水蒸気を凝結しやすくするため。 (2) ア (3)① 低く ② 露点 
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【】上昇気流と雲 
[問題] 

次のア～エは，雲のでき方について，4 つの段階に分けて説明したものである。ア～エを

起こる順に並べかえよ。 
ア 空気の温度が下がる。 
イ 地表付近の空気が上昇する。 
ウ 水蒸気が水滴に変わる。 
エ 空気が膨張する。 
(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ→エ→ア→ウ 
[解説] 

水蒸気
すいじょうき

をふくむ空気のかたまりが 上昇
じょうしょう

気流
きりゅう

によって

上空へ運ばれると，しだいに周囲の気圧
き あ つ

(大気圧
たいきあつ

)が低く

なるために，空気のかたまりは膨張
ぼうちょう

(体積が大きくなる)
する。膨張することによって空気のかたまりの温度は下

がっていき，やがて露点
ろ て ん

に達する。露点よりも低い温度

になると，水蒸気
すいじょうき

の一部は水滴
すいてき

になる。このようにして

できた水滴が空気中のちりやほこりのまわりに集まって，

雲
くも

ができる。 
※入試出題頻度：「上昇気流〇→気圧低下〇→膨張〇→温度低下〇→露点〇 
→水蒸気が水滴(凝結)〇→雲〇」 
 
[問題] 
 右図は，空気のかたまりが，高さ 0m のふもとから山の斜面

に沿って山頂まで上昇したときの様子を模式的に表したもので

ある。800m の高さで，空気のかたまりに含まれる水蒸気が水

滴になって雲ができ始め，山頂まで雨が降った。下線部につい

て，次の問いに答えよ。 
(1) 水蒸気が水滴に変化することを何というか。 
(2) 空気のかたまりに含まれる水蒸気はどのようにして水滴になるのか。次のア～エを順に

並べて書け。 
ア 空気のかたまりが膨張する。   イ 空気のかたまりが上昇する。 
ウ 空気のかたまりが露点に達する。 エ まわりの気圧が低くなる。 

(青森県) 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 凝結 (2) イ→エ→ア→ウ 
 
[問題] 
 雲は地表付近の空気が上昇し，ある高さ以上に達したとき，水蒸

気が細かい水滴や氷の粒となり，空気中に浮かぶために発生する。 
(1) A 点付近の空気が上昇し B 点付近に達すると，空気の様子はど

のように変化すると考えられるか。次のア～エの中から最も適当

なものを 1 つ選び，その記号を書け。 
ア 気温も湿度も高くなる 
イ 気温が高くなり湿度は低くなる 
ウ 気温も湿度も低くなる 
エ 気温は低くなり湿度が高くなる 

(2) C 点付近では下線部「水蒸気が細かい水滴や氷の粒となり」という現象が起こっている。

このうち水蒸気が水滴に変わる現象を何というか。次の中から最も適当なものを 1 つ選

べ。 
[ 凝結 露点 断熱膨張 蒸留 ] 

(山梨県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) エ (2) 凝結 
 
[問題] 
 積乱雲は空気が上昇して発生する。上昇した空気の変化のようすを述べているものはどれ

か。 
ア 膨張し，温度が上がる。 
イ 膨張し，温度が下がる。 
ウ 圧縮され，温度が上がる。 
エ 圧縮され，温度が下がる。 
(宮城県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
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[問題] 
 次の文中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

空気のかたまりが上昇すると，周囲の気圧が①(高く／低く)なり，膨張して温度が 
②(上がる／下がる)。さらに上昇するとやがて雲ができる。 
(茨城県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 低く ② 下がる 
 
 
[問題] 
 次の文は，自然界で雲ができるしくみについて説明したものである。文中の①～④の(  )
内からそれぞれ適語を選べ。 
 空気は，上昇するとまわりの気圧が①(高く／低く)なるため②(膨張／収縮)し，温度が下が

る。温度が露点に達すると，空気中の③(水滴／水蒸気)の一部が④(水滴／水蒸気)などに変わ

り，雲ができる。 
(鳥取県) 
[解答欄] 

① ② ③ ④ 

[解答]① 低く ② 膨張 ③ 水蒸気 ④ 水滴 
 
 
[問題] 
 空気のかたまりは，上昇すると膨張して，温度が下がる。温度が(  )に達すると，水蒸

気が凝結し始めて水滴になり，雲ができる。 
(1) 下線部について，上昇すると空気のかたまりが膨張するのはなぜか。その理由を簡潔に

書け。 
(2) (  )にあてはまる語を書け。 
(山形県) 
[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 周囲の気圧が低くなるから。 (2) 露点 
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[問題] 
 雲ができるようすを模式的に表すとどのようになるか。次のア～エのうちから最も適当な

ものを 1 つ選び，その記号を書け。ただし，図中の〇は水蒸気，●は水滴， は氷の結晶を

表している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(岩手県) 
[解答欄] 

 

[解答]ウ 
[解説] 
高度が高くなると周りの気圧が低くなるので，空気のかたまりはアかウのように膨張してい

く。雲ができる高さより低いときは水蒸気(〇)の状態である。それより高くなると，水蒸気

の一部が凝結し水滴(●)になる。したがって，ウが正解である。 
 
 
[問題] 
 雲の中で水滴や氷の粒が成長し，それが落ちると雪や雨になる。ところが積乱雲では，氷

の粒が成長してもなかなか落ちずに，大きな氷のかたまりになってから落ち，ひょうとして

降ることがある。この場合，氷の粒がなかなか落ちてこないのは，積乱雲の内部でどのよう

なことが起きているからか。簡潔に書け。 
(山形県) 
[解答欄] 

 

[解答]強い上昇気流が起きているから。 
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[解説] 
空気中に浮かんだ水滴は上昇気流によって支えられるためにすぐには落ちてこない。上昇気

流に乗って空気がさらに上昇すると水滴が発達し，上昇気流で支えきれなくなると，落下し

ていく。これが雨である。上昇し続けて温度がさらに下がり 0℃以下になると，水滴は凍
こお

っ

て氷の粒
つぶ

になる。これが，とけないで地上に落ちてきたものがひょうや雪である。 
 
 
[問題] 

右の図は，雲のできるようすを示したものである。次の各

問いに答えよ。 
(1) 図の A の空気の①体積と②温度は，上昇していくにつれ

てそれぞれどのようになるか。 
(2) 図の B に達したときの空気の湿度は何%か。 
(3) 図の C に達したとき氷の粒ができはじめる。このときの

温度は何℃か。 
(4) 図の水滴や氷の粒が，ある程度の大きさにならないと落

ちてこないのはなぜか。 
(補充問題) 
[解答欄] 

(1)① ② (2) (3) 

(4) 

[解答](1)① 大きくなる。 ② 下がる。 (2) 100％ (3) 0℃ 
(4) 上昇気流によって支えられているから。 
 
 
[問題] 
 次の文章中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 
 雲を含む空気のかたまりが下降すると，周囲の気圧が①(上がる／下がる)ため，空気のか

たまりは②(膨張する／圧縮される)。その空気のかたまりの温度は上昇し，雲をつくってい

る水滴が水蒸気に変わって，雲はしだいに消える。 
(沖縄県) 
[解答欄] 

① ② 

[解答]① 上がる ② 圧縮される 
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[解説] 
高気圧など，下降気流が生じているところでは天気が良い。下降気流では，周囲の気圧が上

がって空気は圧縮されるため温度が上がる。温度が上がると，雲をつくっている水滴が水蒸

気に変わって，雲はしだいに消える。 
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【】飽和水蒸気量と雲 
[問題] 
 雲ができはじめている場所の湿度は次のどれか。 
[ 0％ 61％ 65％ 100％ ] 
(鹿児島県) 
[解答欄] 

 

[解答]100％ 
[解説] 
上昇気流によって，空気のかたまりが上昇した場合，まわりの気圧が下がるため，空気のか

たまりは膨張
ぼうちょう

して温度が下がる。ある一定の高さまで上昇すると，空気のかたまりはやがて

露点
ろ て ん

に達し，水蒸気の一部が空気中の微細
び さ い

なちりを核として凝結
ぎょうけつ

し水滴
すいてき

となって空中に浮

かぶ。これが雲である。雲のできはじめる所は露点に達しているので湿度は 100％である。 
※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 
 
 
[問題] 

地表の気温は 25℃，湿度は 85％であった。地表の空気が上昇して雲ができはじめるとき，

上昇した空気はおよそ何℃になっているか，最も適当な温度を，表中の気温で答えよ。 
 

気温(℃)  19  20  21  22  23  24  25  26 
飽和水蒸気量(g) 16.3 17.3 18.3 19.4 20.6 21.8 23.1 24.4 

(島根県) 
[解答欄] 

 

[解答]22℃ 
[解説] 
表より，25℃のときの飽和水蒸気量は 23.1g/m3で，湿度は 85％なので， 
(空気 1 m3 に含まれている水蒸気量)＝23.1(g/m3)×0.85＝約 19.6(g)である。 
表より，22℃のときの飽和水蒸気量は 19.4g なので，22℃の少し手前まで温度が下がったと

き，露点に達して雲ができはじめる。 
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[問題] 
 海面上で気温 26℃，湿度 71%の空気が上昇するとき，約何 m の高さで雲ができはじめる

か。ただし，気温と空気 1m3中の飽和水蒸気量の関係は次の表のとおりとし，空気が 100m
上昇するごとに，気温は 0.5℃ずつ低下するものとする。 

気温[℃]  16  18  20  22  24  26 
空気 1m3 中の飽和水蒸気量[g] 13.6 15.4 17.3 19.4 21.8 24.4 

(和歌山県) 
[解答欄] 

 

[解答]1200m 
[解説] 
表より，気温が26℃のときの飽和水蒸気量は24.4g/m3なので，湿度が71％のときに空気1 m3

に含まれる水蒸気量は，24.4(g)×0.71＝17.3(g)である。表より，20℃のときの飽和水蒸気量

は 17.3 g/m3 なので，空気が上昇して温度が 20℃まで低下したときに湿度が 100％になって

雲ができはじめる。このときの温度低下は 26－20＝6(℃)である。空気が 100m 上昇するご

とに，気温は 0.5℃ずつ低下するので，100×(6÷0.5)＝1200(m)上昇したときに気温が 6℃低

下する。 
 
[問題] 
 図 1 は，空気のかたまりが標高 200m の地点 X から

山の斜面に沿って上昇し，標高 1000m の地点 Y で雲

が発生したようすを模式的に表している。地点 Y にお

ける空気のかたまりの温度は 10℃であり，図 2 は気温

と飽和水蒸気量の関係を示したグラフである。空気の

かたまりの温度は，雲が発生していない状況では，標高が

100m 高くなるごとに 1℃変化するものとすると，この空

気のかたまりが地点Xにあったときの湿度はおよそ何％で

あったと考えられるか，次の[  ]から最も適当なものを 1
つ選べ。ただし，空気のかたまりが，山の斜面に沿って上

昇しても下降しても，1m3 があたりにふくまれる水蒸気量

は変わらないものとする。 
[ 20％ 40％ 60％ 80％ ] 
(山梨県) 
[解答欄] 
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[解答]60％ 
[解説] 
地点 Y で雲ができ始めたので，地点 Y の湿度は 100％である。そのときの温度は 10℃なの

で，図 2 より，この空気は，図 2 より 1m3 あたり約 9g の水蒸気を含んでいる。X と Y 地点

の標高差は 1000－200＝800(m)なので，気温の差は，800÷100＝8(℃)である。 
したがって，X 地点の気温は 10＋8＝18(℃)である。 
図 2 より，18℃のときの飽和水蒸気量は約 15 g/m3 なので， 

＝ 100
15
9
× ＝60(％) 

 
[問題] 
 右図は，空気のかたまりが，高さ 0m のふもとから山の斜

面に沿って山頂まで上昇したときの様子を模式的に表したも

のである。800m の高さで，空気のかたまりに含まれる水蒸

気が水滴になって雲ができ始め，山頂まで雨が降った。 
(1) 乾湿計を使い，空気のかたまりの乾球と湿球の温度差をふ

もとから山頂まで調べると，高さと温度差の関係はどのよ

うなグラフで表されるか。次のア～エの中から適切なものを 1 つ選び，その記号を書け。 
 
 
 
 
 
(2) 空気のかたまりの温度は，800m の高さで 12℃，山頂で 10℃であった。表は，気温と飽

和水蒸気量との関係を示したものである。次の①，②に答えよ。 
 

気温[℃]   8  10  12  14  16  18  20  22 
飽和水蒸気量[g]  8.3  9.4 10.7 12.1 13.6 15.4 17.3 19.4 

 
① 空気のかたまりが 800m の高さから山頂へ達するまでに，できた水滴がすべて雨と

して降ったとすると，その量は空気 1m3 あたり何 g か。 
② ふもとでの空気のかたまりの湿度は何%か，小数第一位を四捨五入して書け。ただ

し，雲が発生していないとき，空気の上昇による温度変化は，100m につき 1℃と

する。 
(青森県) 
[解答欄] 

(1) (2)① ② 
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[解答](1) エ (2)① 1.3g ② 62％ 
[解説] 
(1) 乾湿球の湿球は球部を水でぬらした布でおおったものである。水が蒸発するとき気化熱

が奪われて温度が下がるので，湿球の球部の温度は乾球より低くなる。しかし，湿度が高く

なると，水の蒸発が少なくなって温度低下の割合も小さくなり，乾球と湿球の温度差は小さ

くなる。地上から 800m で雲ができはじめているが，これは気温が露点に達して湿度が 100％
になり，水蒸気の一部が水滴として出てくるためである。湿度が 100％のときは，湿球をお

おう布から水の蒸発もなくなるので，気化熱による温度低下もなくなり，湿球と乾球の温度

差はなくなる。以上より，グラフはエのようになる。 
(2)① 800m の高さで露点 12℃に達しているので，表より，この空気 1m3中には 10.7g の水

蒸気が含まれていることがわかる。山頂の気温は 10℃なので，空気 1m3 中に含むことがで

きる水蒸気の量は 9.4g である。したがって，空気のかたまりが 800m の高さから山頂へ達す

るまで，出てきた水滴の量は，空気 1m3 あたり 10.7－9.4＝1.3(g)である。 
② 高度が 100m 高くなるごとに 1℃気温が低下するので，800m では 8℃低下する。800m
の地点の気温が 12℃なので，ふもとの気温は 12＋8＝20℃であることがわかる。表より 20℃
のときの飽和水蒸気量は 1m3 あたり 17.3g で，実際に含まれている水蒸気量は 1m3 あたり

10.7g なので， ＝ 100
3.17
7.10
× ＝約 62(％)である。 

 
[問題] 
 次の各問いに答えよ。 
(1) 図 1 は，地上付近の空気のかたまりの状態を模式的に表したも

ので，□の大きさは体積を，□の中の●の数はふくまれる水蒸

気の量を， の数はまだふくむことができる水蒸気の量を，そ

れぞれ表している。図 1 で表した空気のかたまりが

上昇し，雲ができる少し前の高さでの状態を模式的

に表したものとして最も適切なものを，図 2 のア～

エの中から 1 つ選び，その記号を書け。 
(2) 図 3 の曲線は，空気の温度と飽和水蒸気量の関

係を表したものであり，点 X～Z は空気のかた

まりの温度と水蒸気量を示したものである。X
～Z の状態にある空気のかたまりが，同じ高さ

から上昇して温度が下がることにより，最も低

い高さで雲になるのはどの状態のときか。 
①適切なものを 1 つ選び，その記号を書け。②また，そのように考えた理由を書け。 

(青森県) 
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[解答欄] 

(1) (2)① 

② 

[解答](1) エ (2)① Y ② 露点との温度差が最も小さいから。 
[解説] 
(1) 空気のかたまりは上昇すると膨張するので，イかエである。また，空気のかたまりの中

にふくまれる水蒸気●の数は変わらないので，エのようになる。なお，温度が下がるので，

ふくむことができる水蒸気 の数は減少する。 
(2) X の場合，右図の X’まで温度が下がると，飽和

の状態になって雲ができはじめる。X と X’の温度差

は，13℃－1℃＝12℃である。 
Z の場合も，右図の X’まで温度が下がると，飽和の

状態になって雲ができはじめる。Z と X’の温度差は，

20℃－1℃＝19℃である。 
Y の場合は，右図の Y’まで温度が下がると，飽和の状態になって雲ができはじめる。Y と Y’
の温度差は，20℃－11℃＝9℃である。 
温度差が大きいほど上昇距離は大きい。したがって，最も低い高さで雲になるのは，温度差

が最も小さい Y の場合である。 
 
 
[問題] 
 右図は，気団の空気が地表から上昇していくようすを表してい

て，A は雲ができはじめる高度を示している。「大陸上の気団の空

気」と「海上の気団の空気」がそれぞれ上昇するとき，A の高度

はどちらの気団の空気が高くなるか，露点という語句を用いて，

理由とともに答えよ。ただし，どちらの空気の温度も，地表付近

では等しく，上昇しても同じように変化していくものとする。 
(宮城県) 
[解答欄] 
 
 

[解答]大陸上の気団の空気のほうが，1m3 あたりに含んでいる水蒸気量が少ないので露点が

低くなり，A の高度は高くなる。 
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【】上昇気流のできる原因 
[問題] 

雲ができるためには上昇気流が必要である。上昇気流が起こる原因として適当でないもの

を，次のア～エから 1 つ選び，記号で答えよ。 
ア 冬に，大陸からの北西の季節風が日本列島にぶつかる。 
イ 秋のよく晴れた朝，地表付近の気温が著しく下がる。 
ウ 寒冷前線面で冷たい気団が温かい気団の下にもぐりこむ。 
エ 夏のよく晴れた日の午後，強い日ざしにより，地表が熱せられる。 
(鳥取県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
[解説] 

上昇
じょうしょう

気流
きりゅう

ができる原因は，次のようにいくつかある。 
・太陽に光によって地面があたためられ，地面の熱で地面付近

の空気があたためられて膨張
ぼうちょう

すると，密度
み つ ど

が小さくなり，浮
う

かび上がって上昇する場合。 

・空気が，山の斜面
しゃめん

にぶつかることで上昇する場合。 
・低気圧の中心付近で，まわりからふき込んだ風が上昇する場合。 

・寒冷
かんれい

前線
ぜんせん

・温暖
おんだん

前線・停滞
ていたい

前線付近で発生する上昇気流の場合。 
※入試出題頻度(上昇気流ができる場合)：「あたためられた空気△」「山の斜面△」「低気圧△」 
「前線△」 
 
 
[問題] 

雲について説明した文として適切なものを，次のア～エから 1 つ選んで，その符号を書け。 
ア 空気が山の斜面にそって下降するとき，雲ができやすい。 
イ 太陽によって地表があたためられて上昇気流が起こると，雲ができやすい。 
ウ まわりより気圧の低いところでは下降気流が起こるので，雲ができにくい。 
エ あたたかい空気と冷たい空気が接するところでは，雲ができにくい。 
(兵庫県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
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[解説]アは誤り。「空気が山の斜面にそって上昇するとき，雲ができやすい」が正しい。イは

正しい。ウは誤り。「まわりより気圧の低いところでは上昇気流が起こるので，雲ができやす

い」が正しい。 
エは誤り。「あたたかい空気と冷たい空気が接するところでは，雲ができやすい」が正しい。 
 
[問題] 

気圧の変化により空気中の水蒸気が凝結する現象は，上昇気流ができるところで起きやす

い。自然界における上昇気流のでき方を 1 つ書け。 
(群馬県) 
[解答欄] 

 

[解答]空気が山の斜面にそって上昇する。(空気が地表であたためられて上昇する。) 
 
[問題] 

右図は，空気が山をこえるときのようすを示

している。雲が発生しやすいと考えられるのは

どこか。最も適切なものを，ア～エから 1 つ選

び，記号で答えよ。 
(宮崎県) 
[解答欄] 

 

[解答]イ 
 
[問題] 
 空気が山の斜面に沿って上昇すると雲ができることがある。このときの雲のでき方に関す

る説明として最も適するものを，次のア～エの中から 1 つ選び，その記号を書け。 
ア 上昇した空気は，上空にいくほど周囲の気圧が低くなるので膨張する。そのため空気の

温度が下がって露点以下になると，雲ができる。 
イ 上昇した空気は，上空にいくほど周囲の気圧が高くなるので収縮する。そのため空気の

温度が下がって露点以下になると，雲ができる。 
ウ 上昇した空気は，上空にいくほど周囲の気圧が低くなるので膨張する。そのため空気の

温度が上がって露点以上になると，雲ができる。 
エ 上昇した空気は，上空にいくほど周囲の気圧が高くなるので収縮する。そのため空気の

温度が上がって露点以上になると，雲ができる。 
(神奈川県) 



 46 

[解答欄] 

 

[解答]ア 
 
 
[問題] 
 登山の途中，ある高さで雲が発生し山の斜面をはい上がっていく様子が見られた。雲ので

き方を，「山の斜面に沿って上昇気流ができている。高度が高いほど，気圧が」という書き出

しに続けて書け。ただし，「膨張」「露点」の 2 つの語句を用いること。 
(石川県) 
[解答欄] 

 
 
 

[解答]山の斜面に沿って上昇気流ができている。高度が高いほど，気圧が低くなるので，上

昇する空気は膨張し温度が下がる。やがて，露点に達したところで雲ができはじめる。 
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【】水の循環 
[問題] 

次の図は，地球上の水が海，大気，陸地の間を，すがたを変えながら循環している様子を

模式的に表したもので，数字は海からの蒸発量を 100 としたときの値を示している。 
 
 
 
 
 
(1) 地球上の水の循環をもたらすエネルギー源は何か。 
(2) 地球上の水の循環において，海，大気，陸地に存在している水の割合はそれぞれで一定

に保たれていると考えられる。このことから，図の X，Y に適する値を求めよ。 
(長崎県) 
[解答欄] 

(1) (2)X Y 

[解答](1) 太陽 (2)X 90 Y 10 
[解説] 
(1) 地球上の水は，太陽のエネルギーによって，状態を変えながら絶えず海と陸地と大気の

間を循環している。 
(2) 「海，大気，陸地に存在している水の割合はそれぞれで一定に保たれている」とある。 
まず，大気について考える。(大気に流入する水)＝(大気から流出する水)なので，図より， 
(海からの蒸発 100)＋(陸地からの蒸発 15)＝(海への降水 X)＋(陸地への降水 25)なので， 
100＋15＝X＋25，よって，X＝100＋15－25＝90 
次に，陸地について考える。(陸地に流入する水)＝(陸地から流出する水)なので，図より， 
(陸地への降水 25)＝(陸地からの蒸発 15)＋(陸地→海 Y)なので，25＝15＋Y 
よって，Y＝25－15＝10 
※入試出題頻度：この単元はときどき出題される。 
 
 



 48 

[問題] 
水は固体，液体，気体と状態を変えながら，たえず地球上を循環している。次の図は，水

の循環を模式的に表したもので，数値は，地球全体の降水量を 100 としたときの値である。

図中の A と B にあてはまる数値をそれぞれ書け。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(佐賀県) 
[解答欄] 

A B 

[解答]A 14 B 8 
[解説] 
海，大気，陸地に存在している水の割合はそれぞれで一定に保たれていると考えることがで

きるので，海(大気，陸地)に流入する水の量と，海(大気，陸地)から流出する水の量は等しい。 
まず，海について考える。(海に流入する水)＝(海から流出する水)なので，図より， 
(陸地から海へ流れ込む水 B)＋(大気から海への降水 78)＝(海から大気への蒸発 86)なので， 
B＋78＝86，よって，B＝86－78＝8 
次に，陸地について考える。(陸地に流入する水)＝(陸地から流出する水)なので，図より， 
(大気から陸地への降水 22)＝(陸地から大気への蒸発 A)＋(陸地から海へ流れ込む水 B)で， 
22＝A＋B，B＝8 を代入すると，22＝A＋8，よって，A＝22－8＝14 
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【FdData 入試版のご案内】 
詳細は，[FdData 入試ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  
姉妹品：[FdData 中間期末ホームページ] ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 
 
◆印刷・編集 
この PDF ファイルは，FdData 入試を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできないよ

うに設定しております。製品版の FdData 入試は Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 
 
◆FdData 入試の特徴 
FdData 入試は，公立高校入試問題の全傾向を網羅することを基本方針に編集したワープロ

データ(Word 文書)です。 入試理科・入試社会ともに，過去に出題された公立高校入試の問

題をいったんばらばらに分解して，細かい単元ごとに再編集して作成しております。  
 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，製品の Word 文書を PDF ファイルに変換

したもので印刷や編集はできませんが，製品の全内容を掲載しており，どなたでも自由に閲

覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果をあげることができます。 
しかし，FdData 入試がその本来の力を発揮するのは印刷や編集ができる製品版においてで

す。また，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形式」，編集に適した「問題解答一

体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」の 3 形式を含んでいますので，目的

に応じて活用することができます。 
※FdData 入試の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 
 
◆FdData 入試製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 
※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 
理科 1 年，理科 2 年，理科 3 年：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 
社会地理，社会歴史，社会公民：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 
※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 
(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 
 
◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 
※注文→インストール→編集･印刷の流れ ([Shift]＋左クリック) 
※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 
 
【Fd 教材開発】 Mail： info2@fdtext.com  Tel ：092-811-0960 
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